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田 2007），クマの出没警報を発令している自治体が増えてきた．大量出没が予想される場

合には，クマが容易に集落内に入り込めるような地域の住民に対して，通常クマが活動し

ないような場所にも出没することを周知し，住宅敷地内からクマを誘引するものを除去す

るなど，人身被害発生予防策の実施を促すことが必要である． 

ここまで述べてきたように，1 件 1 件の人身事故に関する詳細な情報を整理し，クマに

よる人身事故が発生した理由に関して，体系的に理解しておくことは，クマの生息地でど

のように行動すべきか，あるいは万が一遭遇してしまった際にどのように行動すべきか判

断する際に役に立つはずである．それでもいくつかの事例については，どうしても説明が

できないものがある．そのような事例についても情報を蓄積し，共通点を見いだしていく

ことで理解が進められるかもしれない．しかしながら，これまでに発生した多くの人身事

故事例について，詳細な情報が得られたケースは非常に少ない．また，ある程度情報が得

られている事例に関しても，事故発生時に系統的な調査が行われていれば，さらに多くの

知見が得られたに違いない．巻末には人身事故調査マニュアルを添付したが，マニュアル

には人身事故発生の際に，どのような体制でどのような情報を収集すべきかをわかりやす

くまとめた．今後このマニュアルを参考に，各地において事故調査体制が整備されること

が期待される． 

最後になったが，人身事故に遭って残念にも亡くなってしまった多くの方のご冥福をお

祈りするとともに，今も事故の際に負った身体や心の傷と戦っておられる方々の，一日も

早いご回復をお祈りする． 
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